
埼玉県産業労働部多様な働き方推進課

埼玉県労働セミナー
仕事と育児・病気治療・健康の両立支援③

（病気治療・健康との両立）



2出所:内閣府男女共同参画局 令和6年度版男女共同参画白書

第Ⅲ部:仕事と病気治療の両立
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仕事と病気治療の両立を巡る状況

出所:厚生労働省

病気治療の課題

離職・仕事との両立に関する課題 その他課題

• 育児・介護休業法のように病気治療と
仕事の両立に関する法律が無いため、
取り組みが企業によって異なる

• 勤務先に病気治療と仕事の両立に関す
る制度があるかどうかわからない

• 上司・同僚の理解不足
• 病状をどこまで上司や同僚に開示して
よいのかわからない

• 特別扱いされることで、働きにくい
• 元気な時のように仕事が出来ない
• 日によって病状に変動があり、時間内
に仕事が終わらない場合がある

相談に関する課題

• 将来に対する不安
• 経済的な不安 (医療費・生活費・教
育費・ローン等）

• 自分の病気治療のほかに、家事、育児、
家族の介護がある

• 家族や近所に頼る人がいない

• 医師に病状をうまく伝えられない
• 医師に復職可能診断書の記載をしても
らう際の要点がわからない

• 医師に自分の業務内容を詳しく話して
いない

• 病院の相談センターをうまく利用でき
ない

• 主治医から「復職は自分次第」と言わ
れ、何を基準に考えたらよいのかわか
らない

• 同じ病気を抱える患者に相談したいが、
機会が無い
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1.仕事と治療の両立支援の必要性
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１-1．人材不足解消に向けた取り組みが必要に

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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１-2．仕事と病気治療の両立支援による継続雇用の実現

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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１-3．求められる意識改革

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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2.仕事と治療の両立が困難な場合のデメリット
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2-１．両立が困難な場合のデメリット （患者である労働者）

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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2-2．両立が困難な場合のデメリット（企業組織）

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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３.労働者から相談されたら
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3-１．仕事と治療と仕事の両立支援の流れ

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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3-1．仕事と治療の両立支援の流れ （参考資料）

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド

※詳細は、「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン」を参照ください。
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3-2．仕事と治療の両立支援の流れ

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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3-2．仕事と治療の両立支援の内容 （参考資料）

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド

※詳細は、「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン」を参照ください。
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3-3．仕事と治療の両立支援体制

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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3-４．仕事と治療の両立支援の内容

ご存知ですか？病院にソーシャルワーカーがいます Socialworker in Health Care (jaswhs.or.jp)

厚生労働省でＳＷが関連する局 (jaswhs.or.jp)
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3-５．両立支援の留意点①個人情報の取り扱い

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド



20

3-６．両立支援の留意点②不安の払拭

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド



21

4.企業として事前に準備すべきこと
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4-１．事業者として基本方針を表明し労働者に周知する

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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4-2．研修等により両立支援の啓発を行う

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド

研修資料:ダウンロード｜治療と仕事の両立支援ナビ (mhlw.go.jp)



24

4-3．相談窓口等を設置する

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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4-4．両立支援に対する制度・体制を整備する

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド



26

５.公的機関を利用する
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5．仕事と治療の両立を支援する行政機関

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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６.助成金を利用する
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6. 助成金情報を確認する

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド

助成金ページ:治療しながら働く人を応援する「治療と仕事の両立支援ナビ」

2024年1月時点の情報です。最新情報については、
上記、QRコード（治療しながら働く人を応援する「治療と仕事の両立支援ナビ」）

よりご確認ください。
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7.労働者を支援する各種制度を理解する
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7-１．治療費を支援する制度

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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7-2．生活を支援する制度

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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8.各種サポート情報を利用する
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8-１．ポータルサイト 「治療と仕事の両立支援ナビ」

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド
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8-２．冊子「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドブック」

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド

1. 治療と仕事の両立支援を巡る状況
① 疾病を抱える労働者の状況
② 疾病を抱える労働者の就業

2. 治療と仕事の両立支援の位置づけと意義
① 事業者による両立支援の取組の位置づけ
② 事業者による両立支援の意義
③ ガイドラインの位置づけ

3. 治療と仕事の両立制度を行うにあたっての留意事項
① 安全と健康の確保
② 労働者本人による取組
③ 労働者本人の申し出
④ 治療と仕事の量いつ支援の特徴を踏まえた対応
⑤ 個別事例の統制を踏まえた配慮
⑥ 対象者・対応方法の明確化
⑦ 個人情報の保護
⑧ 両立支援にかかわる関係者間の連携の重要性

4. 両立支援を行うための環境整備（実施前の準備事項）
① 事業者による基本方針等の表明と労働者への周知
② 研修等による両立支援に関する意識啓発
③ 相談窓口の明確化
④ 両立支援に関する制度・体制等の整備

5. 両立支援の進め方
1. 両立支援の検討に必要な情報
2. 両立支援を必要とする労働者からの情報提供
3. 治療の状況に関する必要とする必要に応じた主治医からの情報収集
4. 就業継続の可否、就業上の措置及び治療に配慮に関する産業医の意見聴取
5. 休業制度、就業上の措置及び治療に対する配慮の検討と実施

6. 特殊な場合の対応
1. 治療後の経過が悪い場合の対応
2. 障がいが残る場合の対応
3. 疾病が再発した場合の対応

目次一覧
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8-３．冊子「企業・医療機関連携マニュアル」 （参考資料）

【出所】厚生労働省 仕事と治療の両立支援ガイド

この参考資料は、治療と仕事の両立支援のため、企業と医療機関が情
報のやりとりを行う際の参考となるよう、ガイドライン掲載の様式例
集に沿って、各様式例のポイントを示したものです。具体的な事例を
通じて、ガイドライン掲載の様式例（ガイドライン「様式例集」）の
記載例を示すものです。

掲載の事例はあくまで一例であり、実際の経過や必要な就業上の措置
等は個別の労働者の状況によって異なる点に留意する必要があります。

目次

企業・医療機関連携マニュアル（解説編）

企業・医療機関連携マニュアル（事例編）
企業・医療機関連携マニュアル（事例編:がん）
企業・医療機関連携マニュアル（事例編:脳卒中）
企業・医療機関連携マニュアル（事例編:肝疾患）
企業・医療機関連携マニュアル（事例編:難病）
企業・医療機関連携マニュアル（事例編:心疾患）
企業・医療機関連携マニュアル（事例編:糖尿病）

000780069.pdf (mhlw.go.jp)
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8-４．仕事と治療の両立支援チェックサイト 治療と仕事の両立支援チェック(ryoritsu-check.work)

【出所】厚生労働省 治療と仕事の両立支援チェックサイト

制度を導入を検討している企業、すでに制度を導入している企業向けのチェックリストです。

チェックベスト11に回答すると、「自社
の強みや改善すべき点」を把握できます。

チェック30に回答すると、会社の「治療
と仕事の両立支援度」がわかります。
全国平均や足りなかった項目へのヒントが
探せます。

簡易版 チェック・ベスト11 チェック30
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